
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三重北勢健康増進センター清掃業務委託 仕様書 



  

                                                                                                                                                                                                                     

三重北勢健康増進センター清掃業務委託仕様書 

 

[１] 総則 受託者（以下「乙」という。）は、契約書によるほか、本仕様書に基づいて業務を履行しなければなら

ない。 

[２] 目的  三重北勢健康増進センターの敷地及び施設の環境衛生を行うことにより、来館者に対して快適な環境

を提供し、利用者サービスの向上を図るため清掃業務（日常及び定期清掃）を行う。 

[３] 委託期間  令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで 

[４]  施設の概要 

（１）名 称  三重北勢健康増進センター 

  （２）所 在 地  四日市市塩浜町１－１１ 

  （３）建物構造  鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造 

           地上2階、地下1階、屋上階 

  （４）敷地面積  21,991㎡ 

  （５）建物面積    地下63㎡、１階5,640㎡、２階2,982㎡、屋上階９㎡、建物延面積8,694㎡ 

  （６）施設配置  別紙平面図のとおり 

 （７）主な業務  当施設は、市民の健康増進及び健康回復を支援するための施設であり、次の事業を行う。 

    ① 健康増進等に関する教育、啓発及び情報の提供 

    ② 健康増進等に関する相談 

    ③ 機能訓練 

 

[５] 三重北勢健康増進センターの休館日及び開館時間 

  （１）休館日 

     ① 月曜日。ただし、その日が国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に定める休日に当

たるときは、その翌日とする。 

     ② 12月29日から翌年１月３日まで。 

     ③ 臨時に設ける休館日。 

 （２）開館時間 

       ① 健康増進センターの開館時間は、日曜日を除く開館日は、午前 8 時 30 分から午後９時まで、日曜

日は、午前8時30分から午後６時までとする。 

       ② 各種施設等の使用時間については、下表のとおり。 

区分 日曜日以外 日曜日 

①ﾌﾟｰﾙ（第１ﾌﾟｰﾙ、第２ﾌﾟｰﾙ） 

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｼﾞﾑ、ﾗﾝﾆﾝｸﾞﾄﾗｯｸ 

②ﾗﾝﾆﾝｸﾞﾄﾗｯｸ内ﾌｨｰﾙﾄﾞ及び軽運動室 

③休養施設 

9:30～21:00 

9:30～18:00 

第２ﾌﾟｰﾙ、軽運動室の「専用使

用時」（祝日は不可） 

9:30～16:30 

④研修室、会議室１、会議室２、会議室３ 9:00～21:00 9:00～16:30 

⑤図書ｺﾐｭﾆﾃｨｺｰﾅ  ー 9:00～21:00 9:00～18:00 

⑥ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

ｺﾞﾙﾌ 

１,２月、11,12月 9:00～19:00 9:00～18:00 

３月～10月 
9:00～20:00 

※午前の専用使用が無い場合 

9:00～18:00 

※午前の専用使用が無い場合 

専

用

使

用 

３月～10月 9:30～20:00 9:30～16:30 

１,２月、11,12月 9:30～19:00 9:30～16:30 

（注１）第２ﾌﾟｰﾙ、軽運動室及びｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ場は専用使用が優先する。 

（注２）第 1 及び第 3 日曜日並びに国民の祝日に関する法律に定める休日は専用使用を行わない。（市長が認めた

場合は除く） 

 [６]  清掃業務 

  １ 従事者の確保と勤務体制 

   （１）仕様書の業務を遂行するための人員を確保すること。 



  

    （２）上記の人員は施設規模、利用形態、清掃頻度等を考慮し委託者（以下「甲」という。）の承認を得て、

適宜増減することができるものとする。 

    （３）清掃範囲は別紙「センター全体平面図」のうち、グラウンドゴルフ場の芝生部分を除く範囲とする。 

    （４）従事者は、業務要領及び清掃器具の使用等必要な訓練を十分に行い、業務中における事故並びに建物

及び備品等の損傷防止に留意すること。 

  ２ 業務実施時間 

     （１）日常清掃業務は原則として開館日に実施するものとする。 

     （２）清掃業務は施設利用に支障がないよう作業計画を設定し、開館時間内（[５]（２）参照）又は夜間、

早朝に実施することとする。ただし、必要に応じ甲と協議のうえ時間を変更することができる。 

     （３）定期清掃業務（専用区域の床ワックス仕上げを含む。）は開館時間外又は休日に実施するものとする

が、ガラス清掃・共用区域の床ワックスについては、事務又は運営業務に支障をきたさない範囲で甲の

承認を得た場合のみ、開館時間内でも実施することができるものとする。 

[７]  従事者の配置等 

    （１）乙は、上記[６]に掲げる業務を履行するにあたり、業務の調整及び業務全般の総括を行う責任者（以

下、「主任」という。）を選任して、書面により甲に報告するものとする。 

     （２）主任は、業務責任者として作業現場に出勤し、業務の指揮監督並びに現場監督を行い、業務の完全遂

行を期するものとする。 

[８]  業務実施の報告 

    （１）乙は、業務実施にあたり前月末日までに月間業務計画表を作成し、甲の承認を受けるものとする。 

     （２）乙は、実施した業務について、毎日又は業務の内容により実施の都度、甲に報告し確認を受けるもの

とする。 

    （３）甲は、必要に応じ、管理に関する調査及び報告を乙に求めることが出来る。 

[９]  業務上の条件 

  １ 一般事項 

  （１）業務は、次の①～③に従い実施する。ただし、日常清掃業務は別紙２のとおり場所により業務実施期間 

    が異なる。また、定期清掃業務は場所ごとに定められた業務実施期間内に所定の回数を実施すること。 

     なお、日常清掃業務に係る業務実施期間のうち、下半期（令和4年10月～令和5年3月）については、 

変更となる場合がある。これにより請負額に影響を生じる場合は、請負額について別途協議するものとす 

る。 

    ① 業務実施要領（別紙１） 

    ② 一般清掃業務実施基準表（別紙２） 

    ③ 衛生機器表（掃除対象）（別紙３） 

  （２）業務状態が仕様書に示すものに適合してないと甲が認めたときは、甲はその業務の手直しを命ずること

ができる。この場合における費用は乙の負担とする。 

  （３）甲は、乙が現場に派遣した従事者が、業務の履行に関し著しく不適当と認められるときは、乙に対しそ

の理由を明らかにして従業員の交替を求めることができるものとする。 

  （４）甲は、業務の履行に関する注文、指示等を乙が選任した主任に対し行い、他の従事者に対し直接これを

行わないものとする。 

  （５）従事者は、業務中一定の衣服、帽子、名札を着用し、これに係る経費は乙の負担とする。 

  （６）従事者は、業務中における事故については常に注意し、不慮の災害等発生を防止するよう努めるものと

する。 

  （７）従事者の交替については、以後の業務に支障をきたさないよう万全な措置を講ずるものとする。 

  （８）業務分担部分について、日常の部屋の開場及び鍵の開閉管理並びに業務終了時の施錠、安全等の確認を

行うこと。 

  （９）台風、地震、豪雨、雪害又はその他の災害が予想されるとき若しくは、被害が発生したときは臨機応変

な措置をとるものとし、その内容を速やかに甲へ報告するものとする。このとき、措置に要した費用が軽

微な範囲に収まらない場合は、甲と協議のうえ別途精算するものとする。 

  （10）仕様書に示されていない事項でも、各関係法規等に規定されたもの、その他必要なものについては、本

契約の範囲内に含まれるものとする。 

  ２．詳細事項 

  （１）清掃に使用する材料は、清掃部分の材質に適した品質良好なものを使用すること。 

  （２）業務実施中は、火災防止に留意し引火性ガソリン、ベンジン等は使用しないこと。 



  

  （３）便所の石鹸液（手洗用）、トイレットペーパー及び脱臭液は乙の負担で用意し、常に点検し不足分を補充

すること。 

（４）塵芥は毎日所定の場所に分別搬出する、ゴミ袋は乙の負担で用意し、市指定のものを使用すること。 

（５）塵芥運搬車（台車）は、乙の負担において、適宜配置すること。 

（６）床等において、別途マット敷きを施している場合は、マットの清掃を含めこれに応じた清掃を行うこと。 

（７）清掃に使用する材料、機器等は使用前に、甲に届け出ること。 

[10]  必要経費の負担 

  （１）行政財産及び市有物品の使用及び光熱水費等 

     乙が委託業務を行うための財産の使用については、甲が使用を許可する施設等及び市有物品は［12］の
とおりとし、無償にて使用できるものとする。なお、業務以外での使用を禁止する。 

  （２）業務に必要な備品、消耗品にかかる費用は甲の負担とする。 

  （３）日報、月報等記入用紙は、甲の負担とする。 

  （４）上記（２）に掲げる経費については、節減に努めなければならない。 

[11]  使用許可施設及び市有物品 

  （１）使用許可施設 １階清掃員控室（14.778㎡） 

  （２）市有物品 

 

 保管場所 備品分類 個別番号 品 名 規      格 

清掃員控室 20119010 151 整理棚    

清掃員控室 20120007 60 
機械用ﾃｰ

ﾌﾞﾙ 
 

清掃員控室 20124029 12 ロッカ－ ＩＴＯ Ｌ３７    

清掃員控室 20124029 13 ロッカ－ ＩＴＯ Ｌ３７  

（３）その他必要な備品等については乙で準備するものとする。 

[12]  委託料の支払 

  （１）毎月の業務完了後、甲の確認を受けた後、翌月支払いの請求を行うこと。 

  （２）委託料の支払は、４月から２月までの業務実施分については委託料の 12 分の１以内の額を支払うもの

とし、３月の業務実施分については、その残額を支払うものとする。 

[13]  館内への出入り及び鍵の管理 

  （１）入館する場合 

    ① 当日、最初に館内へ入る場合は、本館北入口から入るものとする。 

    ② 館内へ入る場合は、次の（ア）（イ）の順に操作する。 

    （ア）北入口ドアを開錠する前に、セキュリティカードを認識装置に通し、警備システムの解除を行う。 

    （イ）次に、ドアキーを使用しドアを開錠する。 

    ③ 必要に応じ、再度ドアを施錠しておくこと。 

  （２）退館する場合 

    ① 当日、最後に退館する場合は、本館北入口から退館するものとする。 

    ② 退館する場合は、次の（ア）（イ）（ウ）の順に操作する。 

    （ア）最終退館者は、監視室の警備センサーチェック器にて、各警戒ブロックのセンサーが正常に作動し

ていることを、表示ランプにて確認する。 

    （イ）ドアキーを使用しドアの施錠を行う。 

    （ウ）セキュリティカードを認識装置に通し、警備システムのセットを行う。 

  （３）セキュリティーカードの支給及び管理 

    ① 契約後、甲との協議により、出入りに必要な数のセキュリティカードの支給を受けるものとし、取扱

者の住所、氏名を文書にて報告するものとする。 

    ② 取扱者に変更があった場合は、直ちに甲へその者の住所、氏名を文書にて報告する。 

    ③ 取扱者が退職した場合は、取扱者を変更する場合を除いて、速やかに甲へセキュリティカードを返却

すること。 

④ セキュリティーカードを紛失した場合は、直ちに警備会社へ連絡するとともに甲へ連絡し、必要な指

示を受ける。 



  

 

[14] 注意事項 

（１） 個人情報の取り扱いに関する事項 

この契約による業務を行うに当たり個人情報（特定個人情報（個人番号をその内容に含む個人情報を

いう。）を含む。）を取り扱う場合においては、別に定める「個人情報取扱注意事項」を遵守すること。 

（２） 暴力団等不当介入に関する事項 

１．契約の解除 

四日市市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱（平成 20年四日市市告示第 28号）第３条又

は第４条の規定により、四日市市建設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札参加資格停止措置を

受けたときは、契約を解除することがある。 

２．暴力団等による不当介入を受けたときの義務 

（１）不当介入には、断固拒否するとともに、速やかに警察へ通報並びに業務発注所属へ報告し、警

察への捜査協力を行うこと。 

（２）契約の履行において、不当介入を受けたことにより、業務遂行に支障が生じたり、納期等に遅

れが生じるおそれがあるときには、業務発注所属と協議を行うこと。 

（３）(1)(2)の義務を怠ったときは、四日市市建設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札参加資

格停止等の措置を講ずる。 

（３） 障害者差別解消に関する事項 

１．対応要領に沿った対応 

（１）この契約による事務・事業の実施（以下「本業務」という。）の委託を受けた者（以下「受託者」

という。）は、本業務を履行するに当たり、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成２

５年法律第６５号。以下「法」という。）に定めるもののほか、障害を理由とする差別の解消の推進に

関する四日市市職員対応要領（平成２９年２月２８日策定。以下「対応要領」という。）に準じて、「障

害を理由とする不当な差別的取扱いの禁止」及び「社会的障壁の除去のための合理的な配慮の提供」

等、障害者に対する適切な対応を行うものとする。 

（２）(1)に規定する適切な対応を行うに当たっては、対応要領に示されている障害種別の特性につい

て十分に留意するものとする。 

２．対応指針に沿った対応 

上記１に定めるもののほか、受託者は、本業務を履行するに当たり、本業務に係る対応指針（法第１

１条の規定により主務大臣が定める指針をいう。）に則り、障害者に対して適切な対応を行うよう努め

なければならない。 



  

［別紙１］         業務実施要領   （その１） 

区 

分 

作  業  名 作   業   方   法 

日 
 
 
 
 

常 
 
 
 
 

清 
 
 
 
 

掃 

１．床の掃き掃除、塵払い 移動可能な備品は移動して塵芥の飛散することのないよう掃除機、モップ、

毛ブラシ等を使用し、丁寧に掃除する。 

プール等タイル系の清掃は水又は適切な洗浄剤で汚れを取ること。 

２．じゅうたんの清掃 絨毯は、真空掃除機で丁寧に集塵し、織毛を損傷しないよう折り目に従っ

て入念に清掃する。なお、汚れのあるときは特殊洗浄剤にて除去する。 

 

３．空拭き掃除 階段手すり、掲示板、湯沸、エレベーター塗装部分は、柔らかい布で空拭

きし、汚れがひどいときは特殊洗剤にて除去する。 

４．壁面等の掃除 廊下等共用部分の壁面等については、柔らかい布で空拭きし、汚れがひど

いときは特殊洗剤にて除去する。 

プール等タイル系の清掃は水又は適切な洗浄剤で汚れを取ること。 

５．紙屑、茶殻の処理 紙屑はダストカートにて所定の場所に集め、茶殻はバケツからポリ袋に入

れ替えて搬出する。 

６．衛生陶器の洗浄 中性洗剤を用いスポンジ等でこすり、汚れを除去し雑巾で拭く。塩酸・磨

き砂は使用しない。 

７．便所、汚物処理 ポリ袋に入れ所定の場所に運び、乙の責任において完全に処理する。 

８．鏡の拭き掃 柔らかい布で空拭きし、必要に応じ特殊洗剤で磨く。 

９．衛生陶器の洗浄 トイレットペーパー、手洗い用石鹸液は常に点検し不足分を補充する。 

10．プールマット清掃 閉館時にマット回収を行い、乾燥、清掃し翌朝に所定の場所に設置する。 

11．備品等の清掃 

（プール含む） 

柔らかい布で空拭きし、必要に応じ特殊洗剤で磨く。ただし、医療用機器

等とくに指示のあったものは除く。 

12．駐車場及び外周清掃（灰

皿2020年4月1日撤去） 

駐車場内及び外周部分についてのゴミ、落葉等の清掃。灰皿については火

気に十分留意し、吸殻を所定の場所に処理した後、乾いた布にて水分を取

り所定の場所に配置する。 

定 
 
 

期 
 
 

清 
 
 

掃 

                                                

１．床のワックス仕上げ 移動可能な備品は移動させ、砂塵芥等は、丁寧にふき取った後に、中性洗

剤を用い電動研磨機でむらなくブラッシングし、床の材質に適した良性の

ワックスを綺麗なモップ又は布を用いて隅々まで塗布し、乾燥後電動研磨

機又はモップで艶出し仕上げをする。または、同等の効果で市の認めた工

法にて行う。 

２．窓ガラス及びサッシ清掃 ガラス磨き液で汚れを取った後、柔らかい布で空拭きをして仕上げる。サ

ッシは、特殊洗剤にて汚れを取った後水拭きする。または、同等の効果で

市の認めた工法にて行う。 

３．プール、シャワー室 

プール室内ガラス面 

壁タイル、ガラスに適応した、洗剤又は薬品を使用し洗浄する。 

プール等タイル系の清掃は水又は適切な洗浄剤で汚れを取ること。 

プールロボット等機器による清掃は、遊泳者がいるときは行わないものと

する。 

プール内壁面の湯垢、スケールの付着は薬剤等を使用し特に念入りに行う。 

プール清掃時は、プール水管理に影響を与えないよう、甲及び設備管理、

プール監視業者と打ち合わせのうえ慎重に行うこと。 

４．植栽管理 

 

 

構内に植樹する花壇、生垣の刈り込み、剪定を行うもので、樹木の状態を

観察し、施肥消毒を行うこと。肥料、薬剤は甲負担とする。 

芝等は草刈り機等により刈り込みを適正に行うこと。 

 ５．プール清掃・消毒業務 

（６月・１１月） 

第1プール、第2プール及び採暖浴槽の清掃・消毒業務を年２回行う。 

 

 


